「わたしの身体はわたしのもの、になったのか？優生保護法反対運動から考えるSRHR展」
DPI女性障害者ネットワークも協力しています。

日本での性と生殖に関する健康と権利 （SRHR, セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス/ライツ ) の普及を目指し、 優生保護法反対運動を巡る歴史と現代の活動を紹介する展覧会を開催します。
今を生きる私たちが、 どのような障害をもっていても、 どんな人であっても、侵害されてはいけない自分の身体と権利のことを一緒に考えてみませんか？

神戸展
会期：2026年9月9日（水）～10月1日（木）10時から18時
月曜休館、9月21日（月）は開館、24日（木）は閉館
会場：兵庫県立美術館ギャラリー棟3階ギャラリー
兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1[HAT神戸内]

東京展
会期：2026年10月19日（月）～11月7日（土）
会場：青山学院大学ジェンダー研究センターギャラリー
東京都渋谷区渋谷4-4-25 青山学院大学スクーンメーカー記念館（旧女子短期大学図書館）1階

各展覧会関連のイベントについては（飛ぶ先のページを指定）をご覧ください。
---------------
（飛ぶ先のページにここから下を掲載する。）

「わたしの身体はわたしのもの、になったのか？優生保護法反対運動から考えるSRHR展」
展覧会関連イベントの詳細について

■東京展関連イベント
10月24日(土)14:00-16:30
詳細未定

主催 ： 優生保護法反対運動から考える SRHR 展実行委員会
神戸展共催 ： 優生保護法による被害者とともに歩む兵庫の会
東京展共催：青山学院大学ジェンダー研究センターギャラリー
公益財団法人ジョイセフ 委託事業
一般財団法人上野千鶴子基金 助成金
本展覧会は、 SRHRforALLアクション ！ （事務局：公益財団法人ジョイセフ） の協力で開催します。
お問い合わせ ： 優生保護法反対運動から考える SRHR 展実行委員会
メールアドレス srhrexhibition@gmail.com

 
■神戸展関連イベント
「優生保護法問題 〜これまでとこれから〜」
日時 ： 2026. 9/18 （金） 14:00-16:00 （13:30 受付開始）
会場 ： 兵庫県立美術館ギャラリー棟 3 階ギャラリー
※事前予約制ではありませんが、 ご予約されたい方は、 下記の問い合わせ先にご連絡のほどお願いいたします。
※手話通訳 ・ 要約筆記 ・ テキストデータあり。 テキストデータが必要な方は、 事前にメールをお願いします。
（srhrexhibition@gmail.com）
メールには、 氏名 ・ テキストデータを送ってほしいメールアドレスを書いて送ってください。

プログラム
14:00－14:10 開会にあたって 展覧会実行委員会の言葉
「SRHR for All アクションについて」
草野 洋美さん （公益財団法人ジョイセフ 事業グループ シニア・アドボカシー・オフィサー ）
14:10－14:30 対談 「優生保護法裁判をめぐって （仮）」
登壇者 ： 北三郎さん （仮名） （優生保護法裁判原告）関哉 直人 弁護士 （東京訴訟弁護団長）
14:30－14:50
講演 「兵庫における優生保護法による被害」
講師 ： 大矢暹さん （ひょうご聴覚障害者福祉事業協会理事）
休憩
15:00－15:25 講演 「産む ・ 産まない ・ 産めない－優生保護法と女たちの運動」
講師 ： 大橋由香子さん （ライター ・ 編集者）
15:25－15:35 各地の支援者からの言葉
15:35－15:50 質疑応答
15:50－16:00 閉会の言葉

主催 ： 優生保護法反対運動から考える SRHR 展実行委員会
神戸展共催 ： 優生保護法による被害者とともに歩む兵庫の会
公益財団法人ジョイセフ 委託事業
一般財団法人上野千鶴子基金 助成金
本展覧会は、 SRHRforALLアクション ！ （事務局：公益財団法人ジョイセフ） の協力で開催します。
お問い合わせ ： 優生保護法反対運動から考える SRHR 展実行委員会
メールアドレス srhrexhibition@gmail.com
